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１ 自校の平均正答率と県の平均正答率との比較 

 

教科 国語 数学 英語 

学年 中１ 中２ 中３ 中１ 中２ 中３ 中２ 中３ 

明戸中 
下回っ

た 

上回っ

た 

上回っ

た 

上回っ

た 

下回っ

た 

上回っ

た 

下回っ

た 

下回っ

た 

埼玉県 63.8 60.2 55.5 56.4 59.0 60.8 53.3 50.4 

 

 

２ 自校の学力レベルと県の学力レベル 

 

教科 国語 数学 英語 

学年 中１ 中２ 中３ 中１ 中２ 中３ 中２ 中３ 

明戸中 7-Ａ 8-B 9-C 7-B 8-C 8-A 8-A 9-B 

埼玉県 8-C 8-B 8-A 7-C 8-C 8-A 9-C 10-C 

 

 

３ 自校の学力の伸びと県の学力の伸び 

 

教科 国語 数学 英語 

学年 中１ 中２ 中３ 中１ 中２ 中３ 中２ 中３ 

明戸中  2 2  2 1  2 

埼玉県 1 1 1 1 2 2  2 

 

 

 

令和５年度 埼玉県学力・学習状況調査の結果（明戸中学校） 

平均正答率 
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※質問事項は質問紙調査より抜粋したもの     

※「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」を合わせた値（単位 ％） 

  中１ 中２ 中３ 

 質 問 事 項 明戸中 埼玉県 明戸中 埼玉県 明戸中 埼玉県 

深
谷
の
子
６
つ
の
誓
い 

・将来の夢や目標を持っている ９５．４ ８０．２ ７６．３ ７０．４ ８４．６ ６８．１ 

・難しいことでも失敗をおそれないで挑戦
している ８１．９ ７２．８ ７９．０ ６８．２ ８０．８ ６６．６ 

・誰に対しても進んで挨拶をすることができて

いる 
９０．９ ８２．６ ８４．２  ８３．１ １００ ８４．６ 

・脱いだはき物のかかとをそろえることができ

ている 
７７．３ ８８．１ ９４．８ ９０．８ ８４．６ ９２．１ 

・相手の気持ちやその場の状況を考え、やさし

い言葉遣いができている 
９０．９ ８８．７ ８９．４ ８９．９ ８８．５ ９０．２ 

・勉強するときは，最初に計画を立ててから始

める 
６８．２ ４８．１ ５７．９ ４４．１ ４６．２ ４３．４ 

・休日などの学校が休みの日に１日当た

り１時間以上勉強している（塾等を含む） 
８６．４ ７２．３ ８４．２ ６９．０ ８８．５ ７３．６ 

学
習
等
へ
の
関
心 

・勉強することが楽しい、好き 

（勉強する理由として） 
１３．６ １４．８ ５．３ １０．４ ３．８ ９．８ 

・勉強は将来の進学や就職に役に立つ 

 （勉強する理由として） 
９５．５ ７３．７ ４７．４ ６５．２ ６１．５ ５８．５ 

・地域の歴史や自然に関心をもっている ９０．９ ５６．９ ８１．６ ４７．４ ７３．１ ３９．４ 

授
業
に
つ
い
て 

・授業を通して学んだ内容についてさらに

詳しく知りたい、学びたいと思った 
７７．２ ６５．０ ５７．９ ５５．６ ６５．３ ５９．２ 

・課題の解決に向けて、話し合ったり交流

したりしたことで、自分の考えをもてるよ

うになった 
８１．８ ８１．７ ７８．９ ７３．８ ５７．７ ８０．０ 

・授業で、ほぼ毎回タブレットを使ってい

た 
２７．３ ２５．６ ９４．７ １２．０ ９６．２ １４．３ 

・昨年度、週２回以上、タブレットを家に持

ち帰って、宿題含めて学習に利用した 
５０．０ ２７．２ １０．６ １３．０ ３４．６ １２．５ 

そ
の
他 

・学校の先生たちは自分のよいところを

認めてくれた 
１００ ９３．３ １００ ９３．６ １００ ９３．３ 

・学校の友達は自分のよいところを認め

てくれた 
１００ ９４．３ ９４．７ ９４．１ １００ ９４．３ 

・学級での生活は楽しい １００ ９１．０ ８６．９ ９１．４ ９２．４ ９０．４ 

 

 

 

児童生徒質問紙調査の結果と分析 



公表例 
【質問紙分析】 

 ・「周囲の人は自分の良いところを認めてくれる。」「学級での生活は楽しい。」の割合が

高いのは、生徒理解のために校内組織や学年や学年を超えて情報を共有し共通理解・

行動連携を取ろうとしているからと考えられる。 

 ・「将来の夢や希望を持っている。」「難しいことでも失敗を恐れないで挑戦している。」          

  の割合が高いのは、個に応じた支援体制が適切にとられているからと考えられる。 

 ・「地域の歴史や自然に関心を持っている。」の割合が高いのは、地域支援本部や地区の

諸団体との連携を取り、行事を実施しているからと考えられる。 

 

 

 

【学級】 

・教え合える雰囲気づくりをつくるため、学活でグループ活動を取り入れている。 

・朝の会、帰りの会で「係からの連絡」「委員長からの話」等を大切にし、必要な情報・

考えをきちんとアウトプットできるようにしている。 

・少人数クラスの特徴を生かして、机間巡視などで生徒一人ひとりに目が届くように取

り組んでいる。 

【国語】 

・小グループの活動やジグソー法の活用を通して、自分の考えや意見を言える環境を作

る。 

・自分と違う考えや意見を尊重する姿勢を、グループ活動や教え合い活動の充実を通し

て育てる。 

【数学】 

・生徒自身が考えを深める時間を確保する。 

・早く課題の終わった生徒が、他の生徒に対して自分の答えや考えを説明する機会を意

図的に作る。 

【英語】 

・わかる授業はもとより、不得意な生徒でも「楽しかった」と実感できる授業の工夫。 

・単元ごとに、単語テスト・単元テストを実施している。 

 

 

 

 

・がんばりま表で、テスト前の学習の質と量の向上を個別に支援していく。 

・1日 1ページの自学ノートへの取り組みを毎日行っている。 

・学級や学年の日々の活動の中で、係活動や当番活動の役割を持たせる。その活動に見

通しを持って取り組ませ、成果を認め振り返りを行うことで、自己有用感をより高め

ていく。 

 

伸びが見られた学級・教科での取組 

一人一人をより伸ばすための取組 
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